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貧しい人のための世界祈願日」教皇メッセージ 

年間第 33 主日 2024 年 11 月 17 日 

「貧しい人の祈りは、神に届きます」（シラ 21・5 参照） 

 

愛する兄弟姉妹の皆さん。 

1．貧しい人の祈りは、神に届きます（シラ 21・5 参照）。

2025 年の聖年に向けた祈りの年にあって、聖書のこの

知恵のことばは、11 月 17 日に祝う第 8 回「貧しい人

のための世界祈願日」に向けて心を準備するわたしたち

に、今までになくふさわしいものです。キリスト者の希

望は、わたしたちの祈りは神のみもとに届いているとの

確信をも内包しています。ですが、いかなる祈りもそう

なのではなく、貧しい人の祈りこそがそうなのです。こ

のみことばについて深めましょう。そして、日々出会う

貧しい人の顔に、彼らの人生に、それを「読み取りまし

ょう」。そうすることで、祈りが彼らとの交わりに加わ

り、彼らの苦しみを分かち合う道となりますように。 

2．ここで取り上げるシラ書はあまり知られている書ではありませんが、扱っているテーマ

の豊かさ、とりわけ神と人との関係、世と人との関係について言及している点において注目

すべきものです。その著者ベン・シラは、エルサレム出身の師であり律法学者で、おそらく

紀元前 2 世紀にこれを著しています。イスラエルの伝統をルーツにする賢者で、仕事から

家庭、社会生活から青少年教育まで、人間生活のさまざまな領域について教え、神への信仰

や律法の遵守に関する問題にも注意を払っています。現代のわたしたちにとっても重要な意

味をもつ、自由、悪、神の義といった難題に取り組んでいます。ベン・シラは、聖霊による

ひらめきをもって、神と兄弟姉妹との前で生きるにふさわしい賢明な人生としての歩むべき

道を、すべての人に伝えようとしています。 

3．この聖なる作者が、最大の紙幅を割くテーマの一つが祈りです。彼自身の個人的経験を

語っているので、熱い情熱をもって書いています。実際、祈りに関するどんな書も、日々神

に向き合い、そのことばに耳を傾けている人によるものでなければ、説得力をもった読みご

たえのあるものにはなりえません。ベン・シラは、若いころから知恵を求めてきたと明言し
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ています。「わたしは、若くして放浪の旅に出る前に、祈りの中で公然と知恵を求めた」（シ

ラ 51・13）。 

4．その旅の中で彼は、啓示における根本的な現実の一つ、すなわち神の心の中では貧しい

人が優遇されているという事実を発見します。彼らの苦しみを前にして、神は彼らに義を尽

くすのを「待ちきれない」ほどです。「謙虚な人の祈りは、雲を突き抜けて行き、それが主

に届くまで、彼は慰めを得ない。彼は祈り続ける。いと高きかたが彼を訪れ、正しい人々の

ために裁きをなし、正義を行われるときまで。主はためらうことなく行動し、悪人どもを我

慢なさらない」（シラ 35・21−22）。神はご自分の子らの苦しみをご存じです。なぜな

ら神は、すべての人に心を配り、世話してくださる御父だからです。御父としてご自分をも

っとも必要とする人――貧しい人、疎外された人、苦しむ人、忘れられた人……――を世話

するのです。けれども、神の心から除外されている人などいません。神の前では、だれもが

貧しく、助けを求めているのですから。わたしたちは皆物乞いです。神なしでは無に等しい

からです。神が与えてくださらなければ、わたしたちには生命さえないのです。にもかかわ

らず、なぜ、自分たちこそ生命をつかさどる者であるかのように、いのちを支配すべき者で

あるかのように、生きているばかりなのでしょう。世俗の精神性は、ひとかどの者になるこ

と、何が何でも名を上げることを求め、富を得るためには社会規範を破りすらします。なん

と悲しい幻想でしょう。他者の権利や尊厳を踏みにじりながら、手に入れられる幸せなどあ

りません。 

 戦争が引き起こす暴力には、神の目には惨めな存在であるのに、人々に対しては力を振る

えるのだとうぬぼれる者たちの傲慢が如実に現れています。兵器を用いるこの悪しき政策か

ら、貧しい人がどれだけ新たに生み出され、罪のない犠牲者がどれだけ出たことでしょう。

ですが、後ずさりしているわけにはいきません。主の弟子たちは、この「小さな者たち」一

人ひとりに、神の独り子の顔が刻まれているのを知っています。そしてその一人ひとりに、

わたしたちの連帯とキリストの愛のしるしを届けなければならないのです。「すべてのキリ

スト者とすべての共同体は、貧しい人々が社会に十全に組み入れられるようにするため、彼

らを解放し高める神の道具となるよう呼ばれています。それは、貧しい人々の叫びに素直に

注意深く耳を傾け、彼らを救うようにということです」（使徒的勧告『福音の喜び』187）。 

5．祈りの年である今年、貧しい人々の祈りを自分の祈りとし、彼らとともに祈らなければ

なりません。それはわたしたちが引き受けるべき挑戦であり、励まされるべき司牧活動です。

まさしく、「貧しい人が苦しんでいるもっともひどい差別とは、霊的配慮の欠如なのです。

貧しい人々の大多数は、信仰に対して特別に開かれています。彼らには神が必要で、わたし

たちは彼らに、神の友情、神の祝福、神のことば、秘跡の執行、信仰における成長と成熟の

道への促し、これらを差し出すことをやめてはなりません。貧しい人々を優先する選択は、

おもに彼らを特権的に優遇した宗教的配慮につなげなければなりません」（同 200）。 

 以上のことから、物乞いとなる勇気のある謙虚な心が求められます。自分が貧しい者、助

けを必要とする者だと自覚できる心です。実際、貧しさと謙遜と信頼の間には相関関係があ

ります。聖アウグスティヌス司教が語ったように、真に貧しい人は謙遜です。「貧しい人に

は誇るものがないが、金持ちは誇るものを手放さなければならない。だからわたしのいうこ

とを聞きなさい。真に貧しくあれ、有徳であれ、謙遜であれ」（『説教』14・4）。謙遜

な人には、自慢するもの、うぬぼれるものがなく、自分自身に頼ることはできないと知って

います。ですが、神のあわれみ深い愛に訴えることができると固く信じています。父親の抱

擁を受けるために悔い改めて家に帰ってくる放蕩息子のように（ルカ 15・11−24 参照）、
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その神のみ前でたたずんでいるのです。貧しい人には頼るべきものが何もないので、神から

力を授かり、神に全幅の信頼を置いています。まさしく謙虚さから、神は決してわたしたち

を見捨てず、返事もせずに置き去りになさることなどないという確信が生まれるのです。 

6．わたしたちの街に住み、この地域社会の一員である貧しい人々に、申し上げたいと思い

ます。その確信を失わないでください。神は、皆さん一人ひとりに心を配る、皆さんの味方

です。皆さんを忘れることはありませんし、いまだかつて忘れたことはありません。だれし

も、応答がないままであるような祈りを経験しています。苦しみや辱めとなる悲惨さから救

い出してくださいと祈っても、神にはその嘆願が聞こえていないかのように思えることがあ

ります。しかし神の沈黙は、わたしたちの苦しみに気を留めておられないからではありませ

ん。むしろそれには、神と神のみ旨とにわたしたちをゆだね、信頼のうちに受け入れるよう

求める、ことばが込められているのです。このことを証言するのもまた、シラです。「主の

裁定は、貧しい人に速やかに下される」（シラ 21・5 参照）。それゆえ、貧しさから、も

っとも純な希望の歌が生まれるのです。忘れないでください。「内的生活が自己の関心のみ

に閉ざされていると、もはや他者に関心を示したり、貧しい人々のことを考えたり、神の声

に耳を傾けたり、神の愛がもたらす甘美な喜びを味わうこともなくなり、ついには、善を行

う熱意も失ってしまうのです。……それは復活したキリストの心からわき出る聖霊に結ばれ

た生活でもありません」（『福音の喜び』2）。 

7．「貧しい人のための世界祈願日」は、すべての教会共同体にとって今や通例となってい

ます。軽んじることのできない、司牧の機会です。というのもこの日、貧しい人の祈りに耳

を傾け、彼らの存在と彼らの必要に気づくよう、全信者が促されるからです。貧しい人たち

を具体的に助ける取り組みの実践にとって、また、いちばんの困窮者のために情熱を注いで、

身を粉にして働く多くのボランティアへの感謝と支援にとっても絶好の機会です。もっとも

貧しい人の声に耳を傾け、彼らを支援するために力を尽くす人々のことを、主に感謝しなけ

ればなりません。彼らは、そのあかしをもって、神に訴える人々の祈りへの神のこたえに声

を与える司祭であり、奉献生活者であり、信徒たちです。つまり沈黙は、貧困にあえぐ兄弟

姉妹が受け入れられ、抱擁されるたびに、破られているのです。貧しい人々からは、なお多

くのことを教えられます。富を第一とし、人間の尊厳を物質的財という祭壇の上でいけにえ

とすることの少なくない文化の中で、貧しい人々は、人生において本質的なものは、それと

はまったく違う別のものだと明らかにすることで、その流れに逆らっているからです。 

 それゆえ、祈りの真正さは、出会いや寄り添いとなる愛のわざによって見定められます。

祈りが具体的な行動に移されないのなら、それはむなしい祈りです。まさしく、「行いを伴

わない信仰は死んだものです」（ヤコブ 2・26）。ですが、愛のわざも祈りを欠くならば、

すぐに息切れする慈善事業になりかねません。「日々、忠実に祈らなければ、わたしたちの

活動はむなしいものとなり、深い魂を失います。それはわたしたちを最終的に満足させるこ

とのない、単なる活動主義に陥るのです」（教皇ベネディクト十六世「一般謁見演説（2012

年 4 月 25 日）」）。わたしたちはこの誘惑を退け、いのちの与え主である聖霊から授け

られる力と忍耐力をもって、たえず目覚めていなければなりません。 

8．このような中で、貧しい人のために生涯をささげた、コルカタのマザー・テレサがわた

したちに残したあかしを思い起こすのはふさわしいことです。この聖人は、祈りこそが自身

の力と信仰を引き出す場であり、もっとも虐げられている人々への奉仕という自身の使命を

支えていると、事あるごとに繰り返していました。1985 年 10 月 26 日、国連総会での

演説で、いつも手にもっているロザリオを皆に示しながらこう語りました。「わたしはただ
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祈るだけの貧しい修道女です。祈る中で、イエスはわたしの心に愛を注ぎ、わたしはその愛

を、行く先々で出会う貧しい人すべてに与えるために出向いて行くのです。皆さんも祈って

ください。祈ってくだされば、皆さんもすぐ近くに貧しい人たちがいることに気づくでしょ

う。皆さんの住居の同じフロアにいるかもしれません。皆さんの家にも、あなたの愛を待っ

ている人がいるかもしれません。祈ってください。そうすれば皆さんの目は開かれ、皆さん

の心は愛で満たされるでしょう」。 

 そしてここ、ローマ市においては、聖ベネディクト・ジョセフ・ラブレ（1748−1783

年）を忘れてはなりません。彼の遺体は、サンタ・マリア・アイ・モンティ小教区に安置さ

れ、崇敬を受けています。フランス出身でローマに来た巡礼者であった彼は、多くの修道院

で受け入れられず、晩年は貧しい人々の中で貧しく生活し、何時間も何時間も、ご聖体の前

で祈り、ロザリオを祈り、聖務日課を唱え、新約聖書や『キリストに倣いて（イミタツィオ・

クリスティ）』を読みふけっていました。寝泊まりするささやかな部屋すらもたず、コロッ

セオの廃墟の片隅で身を横たえ、「神の放浪者」として、自身の存在を、神の元へと昇って

いく絶えざる祈りとしました。 

9．聖年への途上にあって、一人ひとりが希望の巡礼者となり、よりよい未来のための確か

なしるしをもたらしてください。「ささやかな愛情表現」（使徒的勧告『喜びに喜べ』145）

を大切にすることを忘れないでください。立ち止まること、近づくこと、ちょっとした気遣

い、微笑むこと、優しく触れること、慰めのことばをかけること……。こうした振る舞いは

にわか仕込みではできません。むしろ、日々忠実であることを必要とし、大抵は隠れて目立

ちませんが、祈りによって強められるものです。希望の歌が、武器の轟音に、あまりに多い

罪なき負傷者の叫びに、戦争による無数の犠牲者の沈黙に、取って代わられたかに思えるこ

の時代にわたしたちは、平和を求めて神に祈ります。わたしたちは平和において貧しい者で

すから、尊い贈り物である平和を受け取るために手を差し出し、さらに自分たち自身も、日々

の生活の中で、平和の修復に努めましょう。 

10．わたしたちは、もっとも虐げられた人々との連帯を示した最初のかた、イエスの足跡

をたどって、いかなる状況にあっても貧しい人の友となるよう求められています。バヌー（ベ

ルギー）に出現された神の母聖マリアが、この道を行くわたしたちを支えてくださいますよ

うに。このかたが残されたメッセージを、わたしたちは忘れてはなりません。「わたしは貧

しい人の聖母です」。神は、その謙遜な貧しさゆえにマリアに目を留め、その従順さを用い

て偉大なわざの数々をなし遂げました。その聖母マリアに、わたしたちの祈りをゆだねます。

この祈りが天に昇り、聞き届けられると固く信じつつ。 

 

ローマ、サン・ジョヴァンニ・イン・ラテラノ大聖堂にて 

2024 年 6 月 13 日 

貧しい人の保護者 パドヴァの聖アントニオの記念日 

フランシスコ 

 

 

（カトリック中央協議会 Hp より掲載） 
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１ 

教会
きょうかい

委員会
いいんかい

  

11 月 3 日（日）11：30 ～ 聖堂にて教会委員会が行われます。 

※当日参加できない場合は、代理の方に出席をお願いしてください 

 

2 帰天
きてん

のおしらせ 

   マリア 戸澤 仲子様（とざわ なかこ さま）８５才（北ブロック） 

10月１日（火）帰天されました。10月3日（木） カトリック甲府教会聖堂にて葬儀

ミサが行われました。 

山本ビルマ様（やまもと びるま さま）54才（東ブロック）フィリピングループ 

10月７日（月）帰天されました。10月9日（水） カトリック甲府教会聖堂にて葬

儀ミサが行われました。 

戸澤仲子様と山本ビルマ様お二人の在りし日を忍び、永遠の安息をお祈り致しましょう。 

 

3 死者
し し ゃ

追悼
ついとう

ミサについて  

・ 日時 11 月 2 日(土)10 時 30 分～ 

・ 会場 聖堂 

・ 対象  2023 年 11 月～2024 年 10 月までに帰天された方。 

・ 参加者 自由  一般の方（未信者）も参加いただけます。 

・その他 対象の帰天された方は、 祭壇前にお名前を顕示致します。また、祭壇前にご遺影を 

  置くことが出来ますので、希望される方は写真を額に入れて当日ご持参下さい。 

〇 問合せ  木村 090-8031-9608  宮澤 090-1808-9718 

 

4 子
こ

どものお祝
いわ

い（旧七五三のお祝い） 

11 月 10 日（日）のミサで子どもたちを祝福し記念品をプレゼントします。対象は小

学校 2 年生までの子どもです。皆さんでお祝いいたしましょう。 

 

5 フリーマーケットの開催
かいさい

について 

  11 月 10 日(日)10 時 30 分の主日のミサ終了後（11 時 30 分頃）から 13 時 30 分

まで教会庭においてフリーマーケットを行います。 

 

ご注意とお願い 

   ・コロナ感染予防対策 

    発熱時の不参加、マスクの着用、消毒等自主的な感染対策をお願い致します。 

   ・ゴミの発生抑制 

tel:+819080319608
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ごみの持ち帰り等ゴミの発生の少ない販売品等の工夫や個人のごみについては各

自お持ちかえりをお願い致します。 

   ・駐車場について 

    一般信徒及びご来場者は西側駐車場への駐車をお願い致します。もし西側駐車場が

満車の場合は遊技会館への駐車をお願い致します。路上駐車は短時間でもご近所の

ご迷惑になりますので厳禁致します。 

 

6 フード ドライブへの協 力
きょうりょく

のお願
ねが

い 

昨今の物価高等で生活困窮に追いやられたお子さまのご家庭等を支援するために食

品を集めます。期間 10 月 27 日～12 月 15 日。食品は、常温保存が可能で未開封、

又お米は、2023 年、2024 年産のものをお願いいたします。要望したい品目 お

菓子、レトルト食品、カップ麺です。 

主日のミサの日 聖堂入り口に「フード ドライブ」と書いた箱を設置致しますので、

その中に入れてください。        問い合わせ 塚原（080-6652-4175） 

 

7 サンパウロ移動
い ど う

販売
はんばい

 

１１月２4 日（日）サンパウロの移動販売が行われます。カレンダー、手帳、各種取り

そろえて販売していますので、ぜひご利用下さい。 

 

8 山梨
やまなし

地区
ち く

共同
きょうどう

宣教
せんきょう

司
し

牧
ぼく

委員会
いいんかい

・自
みず

ら祈
いの

る力
ちから

を育
そだ

てる部門
ぶ も ん

より 

「地区内の親睦をかねて歌でつながる会」を富士吉田教会にて行います。 

 

日   時：令和 6 年 11 月 17 日（日） 午後 2 時～ 

場   所：カトリック富士吉田教会 （富士吉田市上吉田 3-5-7） 

講   師：セシリア菊池
き く ち

 香織
か お り

さん   

 

申し込み期日：11 月 7 日まで、参加希望者の方はセンターの掲示板にある参加希望者申

込書に記名してください。            お問い合わせは、今井 久美まで 

 

9 待降
たいこう

節
せつ

黙想会
もくそうかい

 

日   時：令和 6 年 12 月 7 日土曜日 午前 10 時～ 

場   所：甲府カトリック教会 聖堂 

指導 司祭：カリタスジャパン秘書 瀬戸
せ と

 高志
た か し

神父様（レゼンプトール会） 

申し込み期日 12 月 1 日（日）まで、参加希望者の方はセンターの掲示板にある参加希

望者申込書に記名してください。         お問い合わせは、相河 竜治まで 
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10 きずなの会
かい

       11 月 13 日（水）  10：00 ～ センターホール 

11 典礼
てんれい

委員会
いいんかい

       11 月 16 日（土）   9：30 ～ センターホール       

12 地域
ち い き

福祉
ふ く し

委員会
いいんかい

     11 月 17 日（日）  11：30 ～ センター２階和室 

13 広報
こうほう

委員会
いいんかい

       11 月 24 日（日）  11：30 ～ センターホール 

14 女性会
じょせいかい

         12 月 1 日（日）  11：30 ～ ドミニコの部屋 

 

信徒
し ん と

・修道者
しゅうどうしゃ

・司祭
し さ い

がともに信仰
しんこう

を分
わ

かち合
あ

う交流会
こうりゅうかい

のお知
し

らせ 

テーマ「わたしの心
こころ

に響
ひび

く聖書
せいしょ

の言葉
こ と ば

」 

 

共同
きょうどう

宣教司
せんきょうし

牧
ぼく

サポートチーム
ー と ち ー む か な

神奈川
か な が わ

は、カトリック
か と り っ く

横浜
よこはま

教
きょう

区
く

の委員会
いいんかい

として、横浜
よこはま

教
きょう

区
く

の方針
ほうしん

に従
したが

い、信徒
し ん と

・修道者
しゅうどうしゃ

・司祭
し さ い

の三者
さんしゃ

が共働
きょうどう

し、主
おも

に横浜
よこはま

教
きょう

区
く

神奈川
か な が わ

エリヤでの

共同
きょうどう

宣教司
せんきょうし

牧
ぼく

を推進
すいしん

し、支援
し え ん

することを目的
もくてき

として活動
かつどう

しています。特
とく

に、信徒
し ん と

・修道者
しゅうどうしゃ

・

司祭
し さ い

が出会
で あ

いを深
ふか

めていくことが共同
きょうどう

宣教司
せんきょうし

牧
ぼく

の大
おお

きな土台
ど だ い

となるととらえ、毎年
まいとし

「三者
さんしゃ

に

よる信仰
しんこう

を分
わ

かち合
あ

う交流会
こうりゅうかい

」を神奈川
か な が わ

県内
けんない

の様々
さまざま

な地区
ち く

を会場
かいじょう

として、開催
かいさい

してきまし

た。今回
こんかい

は山梨
やまなし

地区
ち く

甲府
こ う ふ

教会
きょうかい

で開催
かいさい

することとなりました。 

テーマは「わたしの心
こころ

に響
ひび

く聖書
せいしょ

の言葉
こ と ば

」です。私
わたし

たちの信仰
しんこう

の土台
ど だ い

と言
い

ってもいい

聖書
せいしょ

の言葉
こ と ば

、それを特
とく

に三者
さんしゃ

が分
わ

かち合
あ

う時
とき

、その交
まじ

わりを通
とお

して、神
かみ

さまがはたらかれる

ことをいつも感
かん

じます。私
わたし

たちはそれぞれ好
す

きな聖書
せいしょ

の言葉
こ と ば

があると思
おも

いますが、その時々
ときどき

によって心
こころ

に響
ひび

く聖書
せいしょ

の箇所
か し ょ

が変
か

わってくることもあるでしょう。それを分
わ

かち合
あ

うこと

で、また新
あら

たな「神
かみ

の言葉
こ と ば

」が心
こころ

に響
ひび

いてくるのだと思
おも

います。そんな「生
い

きている言
こと

葉
ば

」

である聖
せい

書
しょ

の分
わ

かち合
あ

いを通
とお

して、今回
こんかい

は三者
さんしゃ

の交
まじ

わりを深
ふか

めたいと思
おも

います。 

日時
に ち じ

：2024 年 11 月 23 日（土）10 時 30 分～14 時 30 分 

 

場所
ば し ょ

：カトリック甲府
こ う ふ

教会
きょうかい

 

プログラム 10：00 受付
うけつけ

 

10：30 全体会
ぜんたいかい

（テーマ、趣旨
し ゅ し

等
とう

の説明
せつめい

・出席者
しゅっせきしゃ

の自己
じ こ

紹介
しょうかい

等
など

） 

11：00 グループ別
べつ

の分
わ

かち合
あ

い（約
やく

90分間
ぶんかん

） 

12：30 昼 食
ちゅうしょく

 

13：15 ミサ 

14：00 懇親会
こんしんかい

 

14：30 終 了
しゅうりょう

予定
よ て い

 

参加費
さ ん か ひ

：なし（ミサ献金
けんきん

をお願
ねが

い致
いた

します） ※お弁当
べんとう

をご持
じ

参
さん

下
くだ

さい 

 

申
もう

し込
こ

み方法
ほうほう

：カトリックセンター１階
かい

掲示板
けいじばん

に名簿
め い ぼ

を貼
は

るので記名
き め い

してください。 
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※11月1日（金）初金
はつきん

のミサは、お休
やす

みいたします。  

 
 
 
 
月定献金振込先（教会維持費） 
 
山梨中央銀行 本店営業部 普通預金 188674 
 
墓地・納骨堂管理費振込先（ 毎年 1 月～5 月中に） 

山梨中央銀行 本店営業部 普通預金 1402890 

どちらも宛名は 

（宗）カトリック横浜司教区甲府カトリック教会 

 

 

11月 2日（土） 死者
し し ゃ

の日
ひ

 １０：３０ 死者追悼 ミサ  

11月 3日（日） 年間
ねんかん

第
だい

31主
しゅ

日
じつ

 

１０：３０ 

１４：００ 

ミサ  

（教会委員会） 

ベトナム語ミサ（tiếng Việt） 

11月 10日（日） 年間
ねんかん

第
だい

32主
しゅ

日
じつ

 

１０：３０  

１５：００  

ミサ  

（フリーマーケット） 

ポルトガル語 （Português） 

11月 17日（日） 年間
ねんかん

第
だい

33主
しゅ

日
じつ

 

１０：３０ 

１４：００ 

ミサ  

 

韓国語ミサ （ 한 글 ） 

11月 24日（日） 

王であるキリスト 

年間
ねんかん

第
だい

34 週
しゅう

 

１０：３０ 

１４：００  

司祭巡回ミサ（張神父様） 

（サンパウロ移動販売） 

英語ミサ （English） 

12月 1日（日） 
待降節1主日 

（C年） 

１０：３０ 

１４：００ 

ミサ  

 

ベトナム語ミサ（tiếng Việt） 

12月 6日（金） 初金
はつきん

  9：３０ ミサ  


